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教師のライフコースに関する実証的研究

一被教育体験 と教育実践の連続性 に注 目して 一

川 村 光

【要 旨 】

本稿は、質問紙 を用いた調査デ ータに基づ いて、 ライフコース研究の枠組 みを用いつつ、小学校教師の被教育体

験 と現在の教育実践の連続性 について検討 することを目的 としている。従来の教師の ライフコース研究には、教師

の被 教育体験 や現在の教育実践 に焦点 をあててい ない とい う問題がある。そこで、教師を 「新任世代」「中堅世代」

「年輩世代」 とい う3つ の世代 に分 け、彼 らの被 教育体験 が現在 の教育実践 に影響 を及ぼ しているのか どうかを検

証 した。その結果、以下の2つ の ことが明 らか になった。

①授業実践や、教師 一子 ども関係は被教育体験の影響 を受 けてお らず、現在の教育内部 の原理の影響 を受 けて

いると考えられる。

②緩 やか な規範の なかで育 った 「新任世代」 は、現在緩やか な規範意識 をもちなが ら教育実践 を行 ってい る。
一方

、厳格 な規範の もとで育った 「中堅世代」 「年輩世代」は、厳格 な規範意識 をもちなが ら教育実践 を行

っている。

1.問 題 設 定

近 年 、教育 改 革や教 育 問題 を背 景 と して、今 まで以 上 に教 師 の資 質 や力量 が 問 われて い る。教 師研 究で

は 、 ライ フコー スの視 点 か らこれ らの ことを考 察 しよう とい う試 みが 始 ま ってい る。

ラ イフ コース研 究 の先駆 者 で ある グ レ ン ・エ ル ダーは ライ フ コース を 「個 人 が年齢 別 の役割 や出来 事 を

通 して 辿 る道 筋」(Elderl977,p、282)と 定 義 して い る。 その特 徴 は 「① 個 人 を中心 に据 え てい る こ と」

「② 人 間の発 達 に注 目 してい る こ と」 「③ 個 人 を コー ホー トで ま とめ て観 察 してい る こ と」 「④ 歴史 的事 件

の イ ンパ ク トを重視 す る こと」(森 岡1987,10頁)で あ る。 また、個 人 や コー ホー トは、 加齢 や成 熟 とい

っ た 「個 人時 間」、家 族 や職業 な どの周 期 とい っ た 「社 会時 間」、時代 の 流 れ とい った 「歴 史 時 間」 の 三つ

の 「時間」 に よって構造 づ け られ る もので あ る(山 崎1993,181頁)。

教 師の ライ フコー ス研 究 は この観 点 を取 り入れ た もので あ る。教 育実践 や力量 形成 の プ ロセス を、 生涯

期 間 にお け る三 つの 「時 間」 が交 じ り合 った結 節点 におい て把 握 し、 これ まで の教 師研究 が 明 らか に しえ

なか った 力量形 成 の契機 や 課題 な どを明 らか に しよ うと して い る(稲 垣他1988,山 崎他1991,田 中1994,

山崎他1996,塚 田1998,山 崎1999)。

しか し、現行 の研 究 に はい くつ かの 問題 点が あ る。教 師 の ライ フ コース研 究 は対 象 期 間 を、 教職 に就 く

前 の期 間 を含 め た トー タルな期 間 で捉 え る こと を前 提 と してい る。 それ に もか かわ らず 、大学 時代 や教 職

に就 いて か らの期 間 に関す る研 究が 大半 で あ る。つ ま り、小 学校 か ら高校 時代 まで の被教 育体 験 とい った

もの が抜 けて い る。 また 、そ の研究 の 多 くが教 育観 や教 職観 に注 目す る にと ど ま り、 教育 実践 を必 ず しも

分 析 の対 象 と してい ない。 だ か ら、生 まれ てか ら今 日まで の三 つの 「時 間」 の束 と して生 み 出 されて い る

教 育実 践 その もの を トー タル に捉 える こ とが で きて いな い。

本論 文 では 、先 に述べ た二つ の問 題点 を克服 す る こと を課題 と して、調 査研 究 に基 づ き、教 師 の被教 育

体 験(以 下、学 校 体験)と 現在 の教 育実 践 の連 続性 に注 目 して 、教 師の ラ イ フコー スの一 断面 を考 察 す る

こ とを 目的 とす る。仮 説 として 「過 去 の学校 体験 と現在 の教 育 実践 に は連 続性 が あ る」 とい うこ とを設定

した。 ライ フコ ース研 究の 観点 か ら考 え る と、現 在 の教 育実 践 の なか に子 ど も時代 の体験 の影 響 が残 って

いる。 そ の子 ども時 代 の代 表的 な体 験 と して、学 校 体験 が挙 げ られ る。今 回は学校 体 験 の なかで も出 会 っ

た教 師 との関係 に焦 点 をあ て、 そ れが現 在 の教 育実践 に どの よ うな影響 を与 え てい る と考 え られ るの か と
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い う点 を究 明す る。 ここで は、大 量 のサ ンプル を とる こ とが で きる こ とと、集 団 としての教 師 の特徴 を把

握す る こ とが で きる とい う点 か ら、質 問紙調 査 を用 い た量的 な調査 デー タに基 づ き分析 をお こな った。

そ こで、教 師 の過去 の 学校 体験 と現 在 の教 育実践 を、三 つ の世代 間 につ いて比 較 し、 その 結果 か ら得 ら

れ る三世代 間の過 去 と現在 の パ ター ンの共通 性 を検 討す る。

今 まで に出会 っ た教 師 との 関係 にお ける学校 体験 に焦点 をあて た場 合、以 下 の 四点 を検証 してい くこ と

が必 要 であ る。 一点 目 は、学 校体 験期 に受 け て きな授 業 と現在 の授 業 実践 のや り方 との関係 で あ る(図1

①,図2①)。 現 在 、教 師 が授 業 実践 を行 って い くにあ たっ て、学 校 体験 期 に受 け た授 業 の影 響 を受 け て

い る可能性 が あ る。すな わ ち、子 ど も時代 の授 業 にお け る出会 っ た教 師 とのや りと りや教 材 との 出会 いが 、

今 日の授 業実 践 にお ける子 ど もとの関 わ り方 や教 材 研 究 に反映 されて い るか も しれ ない 。二 点 目は、 学校

体 験期 におけ る彼 らと出会 っ た教 師 との関 わ り方 と、現 在 の子 ども との 関 わ り方 との 関係 であ る(図1②,

図2②)。 学 校体 験 期 にお い て出 会 った教 師 との関 わ り方 が、 今 日の 日常 的 な子 ど もとの 関 わ り方 に影響

を与 えて い るか も しれ ない 。 三点 目は、学 校 体験 期 の教 師 認識 と現在 の教 職 観 との 関係 で あ る(図1③,

図2③)。 学校 体 験期 にお い て出会 った教 師へ の まな ざ しが、 今 日の教 師 と しての 自分 の在 り方 を規定 し

てい る可 能性 があ る。 四点 目は、 出会 って きた教 師 の子 ど もに対 す る考 え方 と、 子 どもに対 す る現 在 の考

え方 との 関係 で あ る(図1④,図2④)。 これ らの授 業 実践 、 教 師 一子 ども関係 、教 職 観 、子 ど も観 とい

う観点 は 、教 師の 今 日の教 育実 践 や教 師 と しての ア イデ ンテ ィテ ィー に関 わ る もの であ るの で、非 常 に重

要 であ る。

図1教 育実践を中心にした学校体験(過 去)

駄
⑤ ㌃喉

図2現 在の教育実践
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注:1.図 中の番号は、検証していく四点の順番と対応している.

2.破 藻は認知レベルのものである.

3.実 線は認知 ・体験レベルのものである,

2.調 査概 要

使 用 す るデ ー タは、現 職 の公立 小 学校 教員 を対 象 と した 質問紙 調査 に よる もの で あ る。調査 概 要 は以下

の 通 りで ある。 な お、 サ ンプ ルは 「新任 世代 」 「中堅 世代 」 「年輩 世代 」 とい う三 つ の世代 に分 けた。 世代

の 分 け方 は、原 則的 に 、教 師の教 育 実践 に影響 を与 えた と思 われ る出来 事 に基 づ いて い る。
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i)調 査対象 関西地区の公立小学校に勤めている教諭358名(管 理職 ・養護教諭 ・非常勤講師除く)

表1各 世代の出生年と人数

世代名 出生年 人数

新任世代 1963～76年 77名(男26名 女51名)

中堅世代 1951～62年 143名(男34名 女109名)

年輩世代 1939～50年 138名(男26名 女112名)

ii)調 査 方法:小 学校(30校)を 通 した もの と教 師 に直 接依 頼 した もの との併 用 。小 学校 にお ける配 布 ・

回収 方法 は各 学校 に任せ た。

iii)質 問紙:① 配布 数800部 ② 本報 告サ ンプル数358部

iv)調 査 期 間:1999年10～ll月

v)各 世代 の歴 史的 背景

(1)年 輩世 代

「年 輩 世代 」 は戦後 新 教 育 を受 け た世 代 で あ る。 ま た、大 学 時代 に大 学紛 争('68)を 経 験

した 者 た ち も含 まれ る。 教 職 に つ いた 頃 は 、高 度 経 済成 長('60～)が す で に始 まって お り、

日本 は 急激 な発 展 を遂 げつ つ あ っ た。教 育界 の動 向 で は、 教 育 二法('54)が 成 立 して お り、

教 育委 員 の公選 制 は廃 止 されて いた(「56)。 しか も、学 習指 導要 領 は彼 らが 学校 体験 期 を送 っ

て いた 頃 と異 な り、法 的拘 束力 を持 っ てい た。 また 、不登 校 、い じめ な どが社 会 問題化 した時

期 には 、教 師 と して実践 してい る。

(2)中 堅世代

「中 堅世代 」 は学 習指 導 要領 が法 的拘 束力 を持 った時期 に教 育 を受 け た世代 で ある 。彼 らが

教 職 につい た 頃 は、 「ゆ とり と充 実」 をス ロー ガ ン と した学 習 指導 要領('77年)や 臨時 教育 審

議 会の答 申がだ され、校 内暴 力 、い じめ 、不 登校 な どが社 会 問題 化 して きた時期 だ った。 しか

も、教 師や学 校 に対 す る社 会 の不信 感 が湧 き起 こって きた時 期 で もあ る。

(3)新 任 世代

「新任 世代 」 は、1970年 以 降 に学校 生活 を送 った世代 であ る。 ここに は、 第二次 ベ ビー ブ ー

ム の者達 も含 まれ る。70年 代 は情 報化 社会 、 消費 社会 とい う状 況 が出現 し、青 少年 の生 活 ス タ

イルが 大 き く変 化 した時期 であ る。 学 校 の 「荒 れ」 が言 われ、 管理 主 義教 育 、体 罰 、い じめ 、

不 登 校 が問 題化 して い た頃 に学校 生 活 を送 って いた 。 その 一方 で 、 「ゆ と りと充 実」 や 「新 し

い学 力 観」 をス ロー ガ ン と した学習 指 導要 領 や 、「個 性 重視 の原 則 」 をうた っ た臨時 教 育審 議

会答 申が だ され た。子 ど も不 在 の画一 的 な実 践が 批判 され、子 ど もの個 性 を尊 重す る実 践 が求

め られ てい た。教 員採 用 数が 減少 してい る頃 に教 師 に な り、厳 しい競 争 を勝 ち抜 いて教 職 につ

い た者 た ちで あ る。

3.結 果

は じめ に、 小学 校 か ら高校 時 代 まで の学 校 内 での 態度 、授 業 経験 、 教 師 との 関 わ り方 、 教 師へ の思 い 、

教 師が 自分 たち に求 め てい た と思 われ る もの を世 代 別 に明 らか にす る。 そ の上 で、 「1.問 題設 定 」 で述

べ た四 つの学 校体 験期 で の経 験や 思 い と、現在 の彼 らの教 育実 践 との 関連 をみ てい く。
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3-1.学 校 体 験

まず、学 校 で の態度 につ い てみ てい くと、授 業 に関す る項 目におい て は 「ノー トは しっか りとっ てい た」

「授 業 に積極 的 に参加 した」、そ れ以 外 の学 校 に関 す る項 目で は 「宿 題 は必 ず や った」 「学校 行 事 に積 極 的

に参 加 した」 「校 則 をほ とん ど破 った ことが ない」 とい う項 目に世代 間 に有 意 な差llは な く、7～9割 の

間 で推 移 してい る(表2)。 教 師 に な った 多 くの者 は、 世代 を超 え て学 校体 験 にお いて 学校 規 範 を守 り、

ま じめ に学 習 してい た よ うであ る。 しか し、 「授業 中、私語 をほ とん ど しなか った 」で は、 「新任 世代 」 と

「中堅世 代 」 「年 輩世代 」 とに違 い が あ り、「新任 世代 」 の方 が授 業 中 に私 語 を した者 の割 合 が高 くな って

い る。 「新 任世 代 」が 子 ど もの ころ に出会 った教 師 た ちは 、私語 を許容 して いた ようで あ る。教 師 が子 ど

もの ころ に受 けた授 業が 質的 に変 化 して きてい る と思 わ れ る。

表2学 校体験

～ 新任世代 中堅世代 年輩世代

ノー トは しっ か り とっ て い た 88.384.686.7

宿題は必ずやった 88.390.290.4

授業に積極的に参加した 81.874.880.9

学校行事に積極的に参加した 87.078.784.6

校則をほとんど破ったことがない 71.476.882.4

授業中、私語はほとんどしなかった 5r千170.67鉢4

注:1.値 は、4段階評定尺度における 「あてはまる」と 「ある程度あてはまるjの合計(%)

2.カ イニ乗検定の結果、有意な差があった部分を藻で結んだ.

表3授 業実践

経験した授業実践(小 学校時代) 現在の授業実践

新任世代 中堅世代 年輩世代 新任世代 中堅世代 年輩世代

楽しい授業 8穿一62・06外3

子ども同士の話し合い中心の授業 41・6一 一2a32q・5 85.585.789.1

個別学習やグループ学習 6、・{一 一34・12『 ・8 93.490.394.2

先生が手作りしたものや地域にあるものをもとにした授業 4匙一1α52q・3 6外・06997]・7

注:1.「 経験した授業実践」の値は、4段階評定尺度における 「たくさんあった」と 「ある程度あった」の合計(%)

2,1現 在の授業実践」の菖は、4段階評定尺度における 「ほとんど毎時間取り入れている1と 「ときどき取り入れている」の合計(%)

3.「現在の授業実践」の3項 目の各サンプルは、それに対応した 「経験した授業実践」の3項 目に回答した各サンプルと同じである,

4.カ イニ乗検定の結果、有意な差があった部分を綜で結んだ
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で は、 先 に述 べ た ような学 習 態度 で臨 ん で い た授 業 は どの ような もの で あ っ たの だ ろ うか(表3左)。

教 師が 小学 生 時代 に経 験 した授 業 の割 合 をみ る と、 「楽 しい授 業 」 を経 験 した 者 の割合 が 「新 任世 代 」 で

は8割 であ る の に対 し、 「中 堅世代 」 「年 輩 世代 」 で は6割 に留 まって い る。 また、 「子 ど も同士 の話 し合 い

中心 の授 業」 「個 別学 習 や グル ープ学 習」 「先生 が手 作 り した もの や地域 にあ る もの を もとに した授 業」 を

み る と、工 夫 され た授 業 を経 験 した者 も 「新任 世代 」 の割 合 が最 も高 くな って お り、 「新任 世 代」 と 「中

堅世代 」 「年輩 世代 」 との 間 に大 きな差 が あい てい る こ とが わか る。

次 に、具 体 的 な教 師 との関 わ り方 に つい てみ て い こ う(表4上)。 「先 生 とよ く話 を した」 「先生 に悩 み

の相 談 を した」 「先生 によ くほめ られ た」 「先生 に よ くお こ られ た」 「困 っ た と き、先 生 に助 けて もらった」

とい った項 目で は、 「新任 世代 」 の方 が 「中堅 世代」 「年 輩世 代」 よ り も割合 が高 か った 。彼 らと教 師 との

相互 の 関 わ りが親 密で あ っ た こ とが わ か る。 しか も、 「先 生 に 日記 を提 出 した こ とがあ った」 とい う項 目

に おい て も 「新任 世代 」 の割 合が 高 くな って お り、若 い世代 の方 が教 師 と形 式 的 なコ ミュニ ケ ーシ ョン機

会 も多 く持 って いた よ うで あ る。

表4教 師一子ども関係

被教育体験期での教師との関係
一 新任世代 中堅世代 年輩世代

先生とよく話を した 67.う44.145.011

先生に悩みの相談をした 22.L7.011.5
11

先生によくほめられた 62.L_47.2519

先生によくおこられた 23,4_12,810.7

11

困ったとき、先生に助けてもらった 429_22.024.8
11

先生に日記を提出したことがあった 74.0昼0.442.1

11

現在の子 どもとの関係

子どもとなるべく多く接するようにしている 97.493.597.7

子どもと一定の距離を保つようにしている 49.448.246,5

一生懸命、子どもに教える 90.993.594.6

注:1,殖 は、4段階評定尺度における 「あてはまる」と「ある程度あてはまる」の合計(%)

2.カ イニ乗検定の結果、有意な差があった部分を線で結んだ.
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で は、子 ど も時代 に出会 っ た教 師 に対 して どの よ うな思 い を抱 い て いたの であ ろ うか(表5上)。 「先 生

を尊敬 して い た」 「先 生 を信 頼 してい た」 「先 生 は何 で も知 ってい る と思 っ てい た」 「先生 の 言 って い る こ

とは正 しい と思 っ てい た」 とい った項 目に世 代 間の 違 い はな く、6割 以 上 の者 が そ れ らの思 い に対 して肯

定 的で あ る。彼 らに とって教 師 は、 人生 の手本 で あ り、 また正 当的 な存 在で あ った と思 われ る。

一方 、 「先 生 が好 きだっ た」 「感 想 文や 日記 の 内容 に対 す る先生 の コ メ ン トを楽 しみ に してい た」 をみ る

と、「新 任世 代」 の方が 「年 輩世 代」 よ りも教 師 に対 して好意 的 であ った こ とが わか る。「新 任 世代」 が 学

校 に通 って いた時 期 は、教 育 問題 を背 景 と して教 師 に対す る不 信感 が 高 まっ た頃で あ る。 それ に もかか わ

らず 、教 師 に対 して他 の 世代 よ りも好 意 的で あ った とい うこ とは興 味深 い こ とで あ る。 だが 、 基本 的 には

どの 世代 にお い て も、教 師 に対 して ネガ テ ィブな 印象 を もっ てい る者 は少 ない ようであ る。 この よ うな者

た ちが教 師 にな って いる こ とは注 目 に値 す る。

これ らの こ とか らす る と、 「新 任世 代」 が 他 の世 代 よ り教 師 との コ ミュ ニケ ー シ ョンが 親密 で あ り、教

師 に対 して好 意的 な思 い を もって い た ようで ある。 時代 と共 に教 師 とい う存 在 が子 どもに とっ て 「近 づ き

難 い存 在」 か ら 「フレ ン ドリーな存 在」 へ と変 化 し、教 師 と子 ど もとの 関係 性 も変 わ って きた と推 察 され

る。

表5教 職観

被教育体験期での教師に対する思い
}

新任世代 中堅世代 年輩世代

先生が好きだった 8、.873,96当.4

先生を尊敬 していた 66265.063.3

先生を信頼 していた 77.975.070.8

先生の言っていることは正しいと思っていた 83.188.789.7

先生は何でも知っていると思っていた 74.076.881,6

感想文や日記の内容に対する先生のコメントを楽しみにしていた 79264.$50.7
1i

現在の教職観

教師は子どもにとって人生の手本である 43.438.845.2

子どもにとって教師の指示は絶対である 4㌣〕7・96}4

注:1.「被教育体験期での教師に対する思い」の値は、4段階評定尺度における「あてはまる」とfある程度あてはまる∫の合計(%1

2.f現在の教職観」の埴は、4段階評定尺度における 「そう思う」とfある程度そう思う1の合計(%)

3,「教師は子どもにとって入生の手本である」のサンプルは、「先生を尊敬していた」に回答したサンプルと同じである.また、「子どもに

とって教師の指示は絶対である」のサンプルは、「先生の言っていることは正しいと思っていた」に回答したサンプルと同じである.

4,カ イニ乗検定の結果、有意な差があった部分を線で繕んだ.
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次 に、彼 らは出 会 った教 師が 彼 らに どの よ うな 「子 ど もら しさ」 を求 めて い た と感 じてい るの か をみて

み よう(表6左)。 「元気 さ」 「素 直 さ」 「自主 性」 「け じめ」 には 世代 間 に違 いは な く、8～9割 強 の者 が、

教 師が これ らの もの を求め てい た と感 じて い る。 しか し、「ま じめ さ」 「自信」 「勉 強 がで きる こと」 で は、

世 代 間 に 有意 な差 が あ る部 分 が確 認 され た 。 これ らの 三 項 目 で は、 「新 任 世代 」 よ り も 「中 堅世 代 」 や

「年 輩 世代 」 の方 が、 割合 が 高 くなっ てい る。 世代 が 下が る と、 教 師が 求 め る子 ども規範 は緩 くな って き

て い るよ うで あ る。特 に、「勉 強が で きるこ と」 におい て顕 著で あ る。

以 上 、学校 体験 か ら明 らか にな った、世 代 に共通 す る こ とは次 の二 つで あ る。一 つ は ま じめ な態度 で 学

校教 育 に臨 んで いた こと、二 つ は教 師 に対 す る信頼 度 が高 く、 教 師 を正 当 的 な存在 と して考 えてい た こ と

で あ る。教 師 にな った者 た ちは一貫 して向 学校 的で あ り、教 師 との社 会 的距離 が近 か っ た ようであ る。

他 方 、世代 間 に違 いが あ った こ とは次 の 四つ で あ る。 一つ は 「新任 世 代」 の方 が 「中堅 世代 」 「年 輩世

代」 よ り教 師 との コ ミュニ ケー シ ョンが親 密 であ っ た こ と、二 つ は若 い世代 にな る につ れ受 け て きた授業

の 質 に変 化が で て きた と思 われ る こ と、 三つ は 「新 任世 代 」 は他 の 世代 よ り楽 し く工夫 された授 業 を受 け

て いた こ と、 四 つは 「新任 世代 」 は他 の世 代 よ り、緩 やか な 「子 ども ら しさ」 を持 っ た教 師 と出会 って い

る こ とで ある 。つ ま り、 「新 任世 代」 は緩 やか な規 範 の もとで工 夫 され た授 業 を受 け なが ら学 校生 活 を送

り、 しか も、教 師 と親 密 であ った と推 察 され る。

「新任 世代 」 と 「中堅 世代 」 「年輩 世代 」 との 間 に この よ うな大 きな差 が あ るの は 、い じめや不 登 校 な

どの教育 問題 が社 会 問題 化 され、 また子 どもの個性 を伸 ばす教 育が 求 め られた 、1970年 代 以 降 の教 育 界 の

動向 と関係 が あ るか もしれな い。

表6教 師が求める 「子どもらしさ」＼ 出会った教師が求めた 「子どもらしさ」 現在 求 め る 「子 ども ら しさ」＼ 新任世代 中堅世代 年輩世代 新任世代 中堅世代 年輩世代

元気さ 94,591.895.5. 7「引5一 一一一90.08q.7

ま じめ さ 8塾99ε29解 5午0744一 一 一8斗0

素直さ 94.496.098.3 81.487。188.7

自信 6P7327牙1 8年98739『 ゐ

自主性 79.486.3?8。6 81β9α09嘗0

けじめ 94.591.596.6 8釜・L9469午7

勉強 5阜7L一 』2ゆ8}5 24.634.134.7

注:1.「 出会った教師が求めた 『子どもらしさ2」の値は、4段階評定尺度における 「とても求めていた」と 「ある程度求めていた」の合計(%}

2.「現在求めるr子どもらしさ』」の嬉は、4段階評定尺度における 「そう思う」と 「ある程度そう思う」の合計(%)

3,「現在求める『子どもらしさ』」の7項目の各サンプルは、それに対応した 「出会った教師が求めた 『子どもらしさ』jの項目に回答した各サ

ンプルと同じである,

4.カ イニ乗検定の結果、有意な差があった部分を練で結んだ.
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3-2.学 校 体 験 と教 育 実践 の 連 続 性

学 校体 験 と教育 実践 の連続 性 につ い て、授 業実 践、 教 師 一子 ど も関係 、教 職 観、 子 ども観 の順 に述べ て

い く。

授 業 実践 で は、 学校 体験 と教 育 実践 の 連 続性 はみ られ なか った(表3)。 経 験 した授 業 実践 をみ る と、

「新 任教 師」 が他 の世 代 よ り、 「子 ど も同 士の 話 し合 い 中心の授 業」 「個 別学 習 や グル ープ学 習」 「先 生が 手

作 り した ものや 地域 に ある もの を もとに した授 業 」 とい った 工夫 され た授 業実 践 を経験 した者 の割 合が 高

い。 とこ ろが、現 在 の彼 らの授 業 実践 をみ る とほ とん ど違 い は ない。彼 らは 、 自分 た ちが あ ま り経 験 した

こ とが なか った授 業 実 践 を行 って い る 。学 校 現場 で は、1980年 代 半 ば か ら 「個 性 の尊 重 」、90年 代 には

「生 きる力」 とい うこ とばが流 布 して きた 。 こ うい った もの の影 響 を受 けて、 一 人 の教 師が教 科 書 を もと

に して、 その 内容 を伝 達 的 に子 ど もに一斉 に教 える とい う授 業 形態 は批 判 されて きた。 こ う した教 育界 の

動 向 が、今 日の彼 らの 教育 実践 に影 響 を与 えて い るの か も しれ ない 。

次 に、教 師一 子 ど も間 の コ ミュニ ケー シ ョンをみ る と、 こち ら も連続 性 を確認 す る こ とが で きなか った

(表4)。 彼 らが体 験 した教 師 との コ ミュニ ケー シ ョン におい て、 「新任 世代 」 の方 が 「中堅 世代 」 「年輩 世

代 」 よ り親密 で あ った こ とを確 認 した。 だが 、現在 子 ど もとの間 につ く りあ げて いる コ ミュニ ケ ーシ ョン

に は同様 の差 を確認 す る ことは で きな か った。 現 在 の教 育実 践 に関 す る、 「子 ど もとな るべ く多 く接 す る

ように して い る」 「子 ど もと一 定 の距 離 を保つ よう に して い る」 「一生 懸命 、子 ど もに教 える」 とい っ た項

目に世代 間 の差 はな く、子 ど も との関 わ り方 に違 い はみ られな い。 つ ま り、過 去 の教 師 との関 わ り方が 、

現 在 の教 育実 践 に反映 されて い ない。 「新 任世 代」 と 「中堅世代 」 「年 輩世代 」 との、学 校体 験期 にお ける

教 師 との関 わ り方 の差 異 と、 現在 の彼 らの共通 した子 ど もとの関 わ り方 か らす る と、今 日の教 師 一子 ど も

関係 は親 密 さが重 要視 されて い るのか も しれ ない。

教 職観 をみ てみ よ う(表5)。 は た して 、子 ど もの と きの教 師へ の ま な ざ しが 、現 在 の教 師 と しての 自

分 自身 をみ る まな ざ しへ と変 化す るの だろ うか。 まず 、 人生 の手 本 とい った側 面 にお いて は、過 去 の体 験

の 「先生 を尊 敬 して い た」 割 合が65%前 後 で あ るの に対 し、現 在 の 「教 師は子 ど もに とって人生 の 手本 で

あ る」 で は4割 前後 しか い ない 。一 方、 正 当性 の側 面 で は連 続性 は み られ なか っ た。 学校 体験 期 に 「先 生

の書 っ てい る こ とは正 しい と思 って い た」 割 合 は世代 差 が なか った。 だが 、現 在 「子 どもに とっ て教 師の

指示 は絶 対 であ る」 と考 え てい る者 には 、 「新 任世 代」 と 「中堅世代 」 「年 輩世 代」 との 間に25%の 差が あ

る。 「新 任 世代 」 の方 が教 師 の指 示 を絶 対視 して い ない者 の 割 合が 高 い。 これ らの こ とか ら、子 ど も時 代

に抱 い てい た教 師へ の思 いが 、そ の ま ま現 在 の教 職 観 を形成 す る わけで は ない よ うであ る。

最 後 に、 「子 ども らし さ」 につ い てみ てい く(表6)。 出会 った教 師 が 求め た 「ま じめ さ」 「自信」 「勉 強

が で きる こ と」 にお いて は、 「中堅世 代 」 や 「年輩 世代 」 よ り 「新 任世 代」 の方 が 、割 合が 低 くなっ てい

る こ とか ら、「新 任世 代」 は比 較 的緩 や か な子 ど も規範 の もとで学 校生 活 を送 っ てい た よ うで あ る。一 方、

現 在 求 め る 「子 ど もら し さ」 の 「元 気 さ」 「ま じめ さ」 「自信 」 「自主 性 」 「け じめ」 をみ る と、 こち ら も

「中 堅世 代」 や 「年 輩 世代 」 よ り 「新任 世代 」 の方 が 、割 合 が低 くな って い る。 ま た、 「ま じめ さ」 「勉 強

が で きる こ と」 で は有 意 な差 は ない の だが 、 「年輩 世代 」 よ りも 「新 任 世代 」 の方 が約m%低 くなって い

る。 これ らの ことか ら、緩 や か な子 ど も規 範 の も とで 育 った 「新任 教 師」 は現 在緩 や か な規 範 を もって お

り、 また 、子 ど も時代 に子 ど も規範 を 「新 任世代 」 よ りも意識 してい た 「年輩 世代 」 は、現 在厳 格 な規 範

を もって い る と言 え る。 つ ま り、過 去 にお い て出会 った教 師が 求 めた 「子 ど もら しさ」 と、 現在 求 め るそ

れ には連続 性 があ る と考 え られ る。

過去 と現 在 の 「子 ど もら しさ」 の対応 関係 をそ れぞ れみ る と、 「ま じめ さ」 「自信 」 にお いて は、 出会 っ

た教 師が 求 め た割合 は 、 「新任 世代 」 よ り 「年輩 世代 」 の 方が 高 くな ってお り、現 在彼 らが求 め る割 合 を

み て も同様 の傾 向が あ る。 これ らの規 範 は 「新 任世 代 」 の子 ど も時代 か ら弱 ま って きて い る と思 わ れ る。

「元気 さ」 「自主性 」 「け じめ」 で は、 出 会 った教 師 が求 め た割 合 に世代 差 は なか った の だが 、現在 彼 らが

それ らを子 ど もに求め る割 合 にお いて は 「中堅世 代 」 や 「年 輩世 代 」 よ り 「新任 世代 」 の方 が低 くな って

い る。 これ らは、 「新任 世代 」 が子 ど もの頃 は揺 らいで い な か ったの だ が、 彼 らが教 師 にな った現 在 、揺

らいで きてい る よ うで あ る。 これ らの規 範 は過渡 的段 階 にあ る もの か も しれ ない。
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5.ま と め

以 上 、授 業実践 、教 師 一子 ど も関係 、教 職 観、子 ど も観 に つい て、学 校体 験 と教 育実 践 の連続 性 を確 認

して きた。

連 続性 の あ ったの は子 ど も観 とい った認 識 に関 す る部分 で ある。 この こ とが 意味 す るの は、子 ど も時代

に出会 った教 師の 思 い を継 承 して いる とい うこ と よ りも、 「授 業 中 に私 語 を して はい け ない」 とい う規範

に若い世 代 にお い て揺 ら ぎが で て きてい る とい った ご とに代 表 される ような、子 ど も時代 にお け る学 校 に

関 する規 範 の揺 らぎが 今 日の教 師 の考 え方 を規 定 して いる とい う こ とで ある と思 われ る。

また 、教職 観 は過去 と現在 にお い て非連 続 であ った の だが 、現在 の教 職観 にお いて 「年輩 世代 」 や 「中

堅世代 」 よ りも 「新任 世代 」 の割 合が 低 い要 因 と して 、子 ど も観 と同様 に、子 ど も時代 にお け るそ の規範

の揺 ら ぎの影 響 が考 え られ る。

実際 の教育 実践 にお いて は非連 続 であ る こ とが わ か った。学 校体 験期 で の授 業経 験 や出会 った教 師 との

関係 に世 代 間 に違 い があ っ たの だが、 現在 の授 業 実践 や子 ど もとの関係 に違 い がみ られ な い。授 業実 践 に

お いて は、教 師が 現代 社 会の 要請 に応 えてい る と考 え られる。現 在 、教 師 に求 め られ てい るの は、子 ど も

た ちの個 性 を伸 ば し、 彼 らに 「生 きる力 」 をつ け させ るこ とで あ る。 この 課題 へ の取 り組 み の現 わ れが 、

「子 ど も同 士の 話 し合 い 中心 の授 業」 「個 別 学習 や グ ル ープ学 習」 「先 生 が手 作 り した もの や地 域 に ある も

の をも とに した授 業」 とい った もので あ ろ う。 また、 教 師 一子 ども関係 にお いて も同様 の こ とが 言 え る。

親密 さの イデ オ ロギ ーが 、 「戦後 の経 済 発展 に伴 う生 活様 式 ・生 活 意識 の近 代 化 を経 た後 に 、公 的生 活 の

場 と して の学校 に も及 び、教 師 一生 徒 間の 関係 におい て親 密 さを重視 す る よう にな った」(酒 井2000,50

頁)。 こ う した教 育 内部 の原 理 の変 化が 、 現在 の授 業 実践 や教 師 一子 ども関係 の親 密 さに関係 して い る と

思 われ る。

先 に述べ た よ うに現在 の授 業 ス タイ ルや子 ど もとの関係 に世代 間 の違 いは ない。 だ が、 この ことは教 育

実 践の 質が 同 じであ る とい うこ とを意 味す る もので は ない 。緩 や か な規範 の 中で 育 った 「新 任世 代」 は、

現 在緩 や か な規範 を もちな が ら実践 して い る。 それ に対 し、厳 格 な規 範 の 中で育 っ た 「中堅 世代 」 「年 輩

世代 」 は、厳 格 さを もちつつ 日々実践 してい る よ うで あ る。

最後 に今後 の 課題 につ い て三点 述べ る。

一つ は
、 世代 ご との学 校体 験 と教育 実 践 の連続 性 につ いて 考察 す る こ とで あ る。今 回 は学校体 験 の世 代

差 と現 在の教 育 実践 の世 代差 との対応 関係 に注 目 したの で、 世代 ごとの学 校体 験 と教 育実 践 の関係 を考 慮

に入れ てい な い。二 つ は、継 続 的 な研 究 で あ る。 現在 の 世代 間の教 職 観 や子 ど も観の相 違 は、 時代 の影 響

を受 け てい る ための か、あ るい は、加齢 や 力量 形成 上 の一つ の段 階 なの か とい う点 を検 討 す る必 要 があ る。

三 つは 、事例 に よる検 討 で あ る。 今 回の ような一対 一 対応 的 な分析 だ け では、教 師の学 校体 験 の影 響 をみ

る には不 十分 で あ る。子 ど も観 の よ うな もの の 中 にその影 響 が残 って い る とい う ことは、現 在 の教 育実 践

の なか にそ れ は生 きて いる。 だ か ら、そ れ を探 りあ て るため に、個 人 に注 目 しな けれ ば な らない。 そ のた

め に も、 数量 的研 究 だけ で はな く、 イ ンタ ビュー な どに よる質 的研 究 も必要 であ る。

今 後 は、指 摘 した三点 を考 慮 に入 れ なが ら、教 師 の ライ フ コース を包括 的 に捉 えて い くこ とが求 め られ

る だ ろ う。

<注>

1)有 意 な差があ る値 は、 カイニ乗検 定の結果5%水 準で有 意な差 があった ものであ る。以下 も同様 。 なお、遡及

的調査方法の限界は、考慮 される必要があるだろう。
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Life・CourseResearchonProfessionalDevelopment

ofPrimarySchoolTea¢he】 【8

-Fo㎝singonTeachers,OwnSchoolExpedenceand

ItsEff㏄tonTheh・EducationalPrac重ic6一

KAWAMURAAkira

Thepurposeofthispaperistoexamlnethepelationbetweenprimaryschoolteachers'schoolexperiencein

theirownschooldaysanditseffbctonthelreducationalpractice,usingaf止ameofrefbrencei血1ifb-courseresearch,

basedontheresultsofquestionnaires.Pastlifb-courseresearchesonprof6ssionaldevelopmentofteachershavetwo

controversialpoints.OpeisthaUherehasnotbeenenoughdiscussiononteachers'schoolexperience.Anotheristhat

theresearchhasnotfbcusedontherelationbetweentheirlifb-courseandeducationalpract量ce.TherefbreIclassified

teachersiぬtothreecohorts,"Youngteachers'cohort","Middle-agedteachers'cohort","Elderlyteachersl

cohort",and垂nspectedthere垂ationbetweenschoolexperienceofeverycohortandtheir.educationalpractice.The

㈹sultsareasfbllows.1)Teachers「schoolexperienρed㏄sn'taf∬ecteitherclassroominstfuctionortherelationship

betweenthemandtheirstudents,butthem ,odemeducatlohalprincipled㏄s.2)"Youngteachers'cohort",who

grewupinlooseno㎜ofschool,hascontinuedloosenormconsclousness,andtheyhaveeducatedtheirstudents.On

theotherhand,"Middle-agedteacher「cohort"and"Elderlyteachers'cohor重",whogrewupins止rictnomlof

school,havecontinuedstrictno㎝consciousness.
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